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６ 本時の学習（すいすいコース）

(1) 目標

進んで平行四辺形の面積を求めようとすることができる。

既習の長方形の求積の仕方を基にして，平行四辺形の面積の求め方を考えることができる。

(2) 準備・資料

課題掲示資料，発表用の拡大図，方眼黒板，類題プリント

(3) 展開

配時 学習活動及び内容 教師の支援(◎は個に応じた指導ための支援)○評価

１ 本時の学習課題をつかむ。

下の平行四辺形の面積の求め方を考えよう。 ・課題を提示し，どんな問題か，既習の何を
Ａ Ｄ どう使えば解けそうかを問い，本時の学習

５ 課題を把握させる。
5cm □発分かっていることは何かな？

→ AB と BC の辺の長さ
Ｂ 6cm Ｃ

□発答えはいくつになるかな。

２ 課題解決をする。 →３０ c ㎡だと思う。

(1) 見通しをもつ。 →３０ c ㎡より小さいと思う。

・AB の長さ× BC の長さで求める □発どうやったら確かめられるかな。

・方眼を数える →方眼を数える

・習った形に変えて考える →習った形に変えて考える

(2) 自分なりの方法で課題解決する。 ・ノートに自分の考え方の説明を図・式・言

ア 端の三角形を切り取り移動する 葉を使ってかくよう指示する。

イ ２つの台形に分割してから移動する。 ◎一つの方法でできたら，別の方法でも考え

１２ ウ 大きな長方形から小さな長方形をひく てみるよう声をかける。

・机間指導により児童の考えを把握して，意

図的指名に役立てる。

○関進んで平行四辺形の面積を求めようとする

ア イ ウ ことができたか。（ノート，観察）

３ 考えを発表し合い，話し合う。 ・式や図で考えの一端を紹介し，どのような

(1) 考えを発表する。 考えで解こうとしているかを推理させる。

□発この後，どう説明すると思う？

(2) 発表について話し合う。 ◎同じ考え，または発表者の考えが読み取れ

たという児童に解き方の説明を求める。

(3) それぞれの考えに共通していることを見 ◎説明が行き詰まってしまった児童がいた場

つける。 合は努力を称え，他の児童に説明の続きを

１８ するよう指示する。

縦４㎝，横６㎝の長方形に ・それぞれの考えの共通点を十分見当させ，

形を変える 長方形に変形していることに気づかせる。

・変形した長方形の縦の辺を赤，横の辺を青

として，視覚的に分かりやすくする。

○考既習の長方形の求積の仕方を基にして，平

行四辺形の面積を工夫した考え方で求める

ことができたか。（ノート，発表，観察）

４ 発表を基に，平行四辺形の面積の求積の仕

方をまとめる。 ・既習事項を基にしているという考えのよさ

３ 平行四辺形の面積は，長方形に形を変えれ に気づかせる。

ば求めることができる。

５ ５ 類題を解いて確かめる。

・分かったことや友達の意見で感心したこと

２ ６ 本時の振り返りをする。 を振り返るよう助言する。
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